










(6) 祉協だより 平成27年7月1日第182号

3月28・29日高校生12名が拳加1
美幌町役場障がい福祉担当の宮崎郁美さんを
講師にお招きし、ご自身の障がいや体験談、普

段のくらしなどについてお話いただきました。
2日目は普段の生活から当事者を理解しよう
と、車いすで買物&調理体験。お互いに協力し

合ってでき疋カレーライスは、とっても美昧~つ!
宮崎さんのお話や、実際の体験から“相手を思
いやる"ことの大切さを実感した2日間でした。

or思いやりJとし寸言葉の大切さを
あらためて実感した。

Oボランティアをする時に、相手の
立場や気持ちを矢口りたい。

O実際に車いすに乗って、車いすに乗っている人は
周りにすごく気を遣っていることが分かった。

O因っているひとを助けることをたくさんしていきたい。

宮崎さんの講話はとても胸に響きました !

配食サービス(ひとり暮らしや高齢者のみの世帯等

で、食事を作ることや買い物が困難な方へ、安否確認

を兼ねて週2回夕食を届けるサービス)の利用者さん
と、食事を配達しているボランティアさん・運転業務

スタッフの皆さんとの会食会「まんぷくの集い」が、

去@3月27日(金)に、しやさっとプラザにて開催
されました。

今年は、夏休みや冬休みにボランテイアさんと一緒

に活動している美幌高校ボランテイア同好会の生徒も

参加。おじいちゃん・おばあちゃん世代から孫世代までの幅広い

年齢層での食事会となりました。

食事の後は、高校生の進行で、ゲームや手遊び・紙芝居を楽し

み、お腹も心も「まんぷく」となった一日でした。

食ペτ・築っ℃・~憶も心もT寺九百ふく汁

。

。
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平成27年7月1日第182号 社協だより (7) 

ネ閉山1
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年に一度、 『健康・ 福祉』にふれる1日*
体験コーナーやおいしい屋台が盛りだくさんで

子どもも大人も ご年配の方も

だれもが楽しめるおまつりですP
みなさまのご来場をお待ち しております !

-屋台&販売

あげたこ、助六寿司、焼鳥、かき氷、カレーライス、ホットドック、

焼きそば、新鮮野菜、あすなろ製品、チャリティパザ-etc

.健康福祉・ふれあい&まなぴコーナー

折り紙・絵手紙体験、ゲーム、道産米試食、ペーパークラフト、

手話体験、笑いヨガ、消しゴムはんこ、パノレーンアート、脳トレ、

展示、AED講習、減塩みそ汁試飲、脳年齢チェック、足湯etc

ただいま鋭意準備中!詳し<1'広緩・テラタ等τ1.知5tまいたしま意!
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&~~宅~~寄紛争窃切部~~~謬例容す
手主会結私のためぷ、いつも溢かいご寺付い、ただきあ1)がどうございます。

.~よ 1)ノまくが北中 L 上(t"ます 。 地域桔壮のためぷ有効ぷ拾鳴させていたたろます。

可圃E五五~

J多額のご守付
あ1)がどうございまLた

可掴.f:.tヨr

。香典返しを廃して

--- 5万円 ~ 
-山本明男様

・旭 珪子様

-森下

ヨEZZZE

徹様

。香典返しを廃して

-高橋昌子様

。エコキャップ
野添 誠様 佐々木峻様・焼肉力様 |ο 

-氏家貞 良様
・五十嵐とみ子様 ・明治安田生命様

-木村富雄様 。リングプル

-清野サチ子様

-川部暢子様

・美幌小学校児童会様・及川令子様・小よツル様
・渡辺富雄様 ・安全運送附様

-羽田野幸雄様 。エコキャップ、リンクプル

-池野本 央様 -どんぐりの会様 ・福住老人クラブ様

-北畠正俊様
-宇佐悠希 様 ・日の出シルバー会様

-よ窪荘一様 。使用済切手 Oあて布材料
-鈴木政行様 -山口フミ子様・滝川波子様 ・但野キイ子様

-木勝俊様

-木下富士雄様
。リングプル、工コキャップ、使用済切手
-美幌駐屯地曹友会様 ・護老子様 ・照井歌子様

。社会福祉事業のために 。雑巾、タオル、パスタオル、あて布、使用済切手

-メッシュワークサークル様
.田中老人クラブ様

。あて布、石けん 。私製封筒 Oオムツ
-村田フミ子様 ・羽田野久美子様 ・斎藤昌子様

。花瓶、扇風機、衣類、重箱、ミキサー、食器等
・市川泰子様

。囲碁一式 。碁盤

・金兵 別様・宇都宮仁様 ・中家 徹様
<護老子様からの寄贈>

1年で最も良い季節が来たかと思いきや、暑かったり寒かったりと気温の差が激しい中、皆様におかれま
してはいかがお過ごしでしょうか。

社協だより「ふれあい りんりん」第182号をお届けいたします。
現在、社協では町からの成年後見実施機関受託に向けて 「成年後見制度」 の研修会を実施するなど、取

り組んでおります。

高齢化が進む中、 安心して生活できるまちづくりを目指し、 高齢社会に対応できる社会福祉協議会とな

るよう努力していきたいと考えております。

今後とも社会福祉協議会に対するご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

(高橋記)
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